
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによるＯＤＦ解析後の逆極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２６年０１月２７日 
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概要 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析では指定なしで逆極点図が計算される。 

  

 

  



ＮＤ，ＲＤ，ＴＤと１５ｓｔｅｐの逆極点図が計算される。 

この１５ｓｔｅｐは、 

 ＲＤ，１５，３０，４５，６０，７５，ＴＤである。 

 

  

 

逆極点図を３６Ｂｏｘで区分し、平均方位密度で表現する 

矢印の順序は CW方向に並び、以降のプロファイル順を表現しています。 

  



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは全ての逆極点図をＯＤＦ１６ファイルに書き出されている。 

 

ＮＤ方向は 

  



Box36での区分と代表的方位位置は 

  

区分内代表的方位密度 intensは(hkl)intensとして表現 

  

 



平均方位密度プロファイルは           Box平均方位密度(Inverse,Inverse(%),/Random の選択) 

  

ステレオ三角形を[001]から外周を CW方向に回転(CWNumber 順）した方位密度プロファイル 

  

   ステレオ三角形頂点  外周の終了Ｂｏｘ(Vnumber=2) 

 Ｉｎｖｅｒｓｅプロファイルの平均値は１．０ 

    Inverse（％）プロファイルの平均値は（１００／３６）＝２．７８ 



ＲＤからＴＤまでを１５度間隔で表現する 

 

 

 

  

 

 

 

 



同時にODF解析結果の数値化も利用可能 

 

 


